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2稲敷市議会だより　第54号

　平成30年第３回稲敷市議会定例会が９月４日から28日までの 25
日間にわたり開かれました。
　市長より提出された議案は、各会計補正予算案件８件、各会計の決算
認定案件13件、相互救済事業の委託案件１件、動産の買入れ案件１件
及び工事請負契約の締結案件１件、その他報告案件７件を含め合計31
件でした。また、開会日には、議長発議により決算審査特別委員会が設
置されました。
　最終日には、各常任委員会及び決算審査特別委員会の委員長より報告
を受け、討論、採決を行い、議案は全件可決・認定されました。
　議会の審査経過及び議決の結果については下記をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

９月　４日（火） 開会
議案等について市長の提案理由説明を受ける（２９件）。
決算審査特別委員会が設置される。
請願第２号を総務教育常任委員会へ付託する。

（９月５日は議案調査のため休会）
９月　６日（木） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
９月　７日（金） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【３名】

審査のため各常任委員会及び決算審査特別委員会へ議案
２２件を付託する。

９月１０日（月） 常任委員会・決算審査分科会審査【産業建設】
９月１１日（火） 常任委員会・決算審査分科会審査【産業建設】

（１２日は常任委員会・決算審査分科会審査　予備日）
９月１３日（木） 常任委員会・決算審査分科会審査【市民福祉】
９月１４日（金） 常任委員会・決算審査分科会審査【市民福祉】
９月１８日（火） 常任委員会・決算審査分科会審査【総務教育】
９月１９日（水） 常任委員会・決算審査分科会審査【総務教育】

（２０日は常任委員会・決算審査分科会審査　予備日）
（２１日は委員会の議事整理のため休会）

９月２５日（火） 決算審査特別委員会（全体審査）
（２６日は決算審査特別委員会　全体審査　予備日）
（２７日は定例会の議事整理のため休会）

９月２８日（金） 各常任委員長及び決算審査特別委員長から付託議案に対す
る審査報告を受け、議案２２件、請願２件（継続審査分含む）
に対する討論、採決を行う。また、追加議案２件に対し質疑、
討論、採決を行う。
閉会
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平成30年第3回 
稲敷市議会定例会

平成29年度全決算（13会計）を認定

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

報告第４号
平成 30 年度一般財団法人稲
敷市農業公社事業の報告につ
いて

市農業公社の平成 29 年度事業
報告及び平成 30 年度事業計画
報告

－ 報　告

報告第 5号 平成 29 年度稲敷市一般会計
継続費精算報告書について

平成 29 年度に終了した空家等
適正管理事業の精算報告 － 報　告

報告第６号 健全化判断比率の報告につい
て

平成 29 年度一般会計の決算を
基に、実質赤字比率、連結実質
赤字比率、実質公債費比率及び
将来負担比率について報告する
もので、いずれも早期健全化基
準を下回っている。

－ 報　告

報告第７号
稲敷市農業集落排水事業特別
会計の資金不足比率の報告に
ついて

各特別会計、公営企業会計につ
いて平成 29 年度の決算を基に
資金不足比率を算定し報告する
もので、全４会計において資金
不足はない。

－ 報　告

報告第８号
稲敷市公共下水道事業特別会
計の資金不足比率の報告につ
いて

－ 報　告

報告第９号 稲敷市水道事業会計の資金不
足比率の報告について － 報　告

報告第 10号 稲敷市工業用水道事業会計の
資金不足比率の報告について － 報　告
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 77号 平成 30 年度稲敷市一般会計
補正予算（第 2号）

予算総額を219億9,489万5千円
とするもの

各常任
委員会

原案可決
（18:0）

議案第 78号
平成 30 年度稲敷市国民健康
保険特別会計補正予算（第 1
号）

予算総額を58億3,328万2千円
とするもの 市民福祉 原案可決

（18:0）

議案第 79号

平成 30 年度稲敷市、稲敷郡
町村及び一部事務組合公平委
員会特別会計補正予算（第 1
号）

予算総額を 25 万 7 千円とする
もの 総務教育 原案可決

（18:0）

議案第 80号
平成 30 年度稲敷市農業集落
排水事業特別会計補正予算（第
2号）

予算総額を 4億 3,498 万円とす
るもの 産業建設 原案可決

（18:0）

議案第 81号
平成 30 年度稲敷市公共下水
道事業特別会計補正予算（第
2号）

予算総額を 16 億 855 万 3 千円
とするもの 産業建設 原案可決

（18:0）

議案第 82号 平成 30 年度稲敷市介護保険
特別会計補正予算（第 1号）

予算総額を 37 億 8,802 万円と
するもの 市民福祉 原案可決

（18:0）

議案第 83号
平成 30 年度稲敷市基幹水利
施設管理事業特別会計補正予
算（第 1号）

予算総額を 2億 4,055 万 8千円
とするもの 産業建設 原案可決

（18:0）

議案第 84号 平成 30 年度稲敷市水道事業
会計補正予算（第 1号）

水道事業費用のうち営業費用に
ついて、150 万円を減額し 9億
6,361 万 4 千円に、特別損失に
ついて、同額の 150 万円を増額
し 200 万 1千円にするもの

産業建設 原案可決
（18:0）

議案第 85号 平成 29 年度稲敷市一般会計
歳入歳出決算認定について

歳入決算額：
212 億 8,329 万 4,178 円

歳出決算額：
203 億 6,167 万 1,415 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（17:1）

議案第 86号
平成 29 年度稲敷市国民健康
保険特別会計歳入歳出決算認
定について

歳入決算額：
63億 4,079 万　875 円

歳出決算額：
59億 8,921 万 4,683 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（17:1）

議案第 87号

平成 29 年度稲敷市、稲敷郡
町村及び一部事務組合公平委
員会特別会計歳入歳出決算認
定について

歳入決算額：21万 5,359 円
歳出決算額：　5万 9,000 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（18:0）
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 88号
平成 29 年度稲敷市農業集落
排水事業特別会計歳入歳出決
算認定について

歳入決算額：
4億 4,176 万 5,396 円

歳出決算額：
4億 2,573 万 6,221 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（18:0）

議案第 89号
平成 29 年度稲敷市公共下水
道事業特別会計歳入歳出決算
認定について

歳入決算額：
16億 7,543 万 4,518 円

歳出決算額：
16億 2,722 万 7,949 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（18:0）

議案第 90号
平成 29 年度稲敷市介護保険
特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額：
38億　669 万 1,140 円

歳出決算額：
36億 6,576 万 7,358 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（17:1）

議案第 91号
平成 29 年度稲敷市浮島財産
区特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入決算額：593 万 3,464 円
歳出決算額：454 万　439 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（18:0）

議案第 92号
平成 29 年度稲敷市古渡財産
区特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入決算額：428 万 4,812 円
歳出決算額：377 万 8,268 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（18:0）

議案第 93号
平成 29 年度稲敷市基幹水利
施設管理事業特別会計歳入歳
出決算認定について

歳入決算額：
2億 3,388 万 6,000 円

歳出決算額：
2億 3,338 万 8,000 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（18:0）

議案第 94号
平成 29 年度稲敷市後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

歳入決算額：
9億 6,373 万　234 円

歳出決算額：
9億 5,513 万 1,801 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（17:1）

議案第 95号
平成 29 年度稲敷市介護サー
ビス事業特別会計歳入歳出決
算認定について

歳入決算額：1,108 万 8,639 円
歳出決算額：　780 万 3,064 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（18:0）

議案第 96号 平成 29 度稲敷市水道事業会
計決算認定について

総収益：9億 4,511 万 1,946 円
総費用：8億 9,828 万 5,074 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（17:1）

議案第 97号 平成 29 年度稲敷市工業用水
道事業会計決算認定について

総収益：972 万 636 円
総費用：539 万 494 円

決算審査
特別
委員会

原案認定
（18:0）

議案第 98号 相互救済事業の委託について
相互救済事業を公益社団法人全
国市有物件災害共済会に委託す
るもの

総務教育 原案可決
（18:0）
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※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）

賛否の別れた
案件の議決結果

無所属 公明 共
産

結果
中
　
沢
　
　
　
仁

黒
　
田
　
茂
　
勝

筧
　
　
　
信
太
郎

根
　
本
　
　
　
浩

竹
　
神
　
裕
　
輔

岡
　
沢
　
亮
　
一

篠
　
田
　
純
　
一

中
　
村
　
三
　
郎

伊
　
藤
　
　
　
均

高
　
野
　
貴
世
志

柳
　
町
　
政
　
広

篠
　
崎
　
力
　
夫

木
　
内
　
義
　
延

山
　
下
　
恭
　
一

遠
　
藤
　
一
　
行

若
　
松
　
宏
　
幸

松
　
戸
　
千
　
秋

浅
　
野
　
信
　
行

山
　
口
　
清
　
吉

議案第 85号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原 案 認 定

議案第 86号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原 案 認 定

議案第 90号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原 案 認 定

議案第 94号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原 案 認 定

議案第 96号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原 案 認 定

請願第 １ 号 × × × ○ ○ × × × × ― ○ ○ × × × × × × ○ 不 採 択

請願の審議結果
受理番号
（受付日） 件　　　　名 提　出　者

住所・氏名 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

請願第 1号
（H30.5.25）

東海第二原発を再稼働させな
いことを求める請願書

東茨城郡茨城町上飯沼 626
農民運動茨城県連絡会

会長　岡野　忠
市民福祉 不採択

（5:13）

請願第 2号
（H30.8.17）

通学専用バス（スクールバス）
運行に関する請願

稲敷市江戸崎甲 3194
稲敷市立江戸崎小学校

ＰＴＡ会長　岡本　二郎
総務教育 採択

（18：0）

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第 99号 動産の買入れについて

小中学校に電子黒板を導入する
ため買入れるもの
契約金額　4,455 万円
購入台数　55台

― 原案可決
（18:0）

議案第100号 工事請負契約の締結について
太田小学校解体工事の請負契約
を締結するもの
契約金額　2億 5,358 万 4千円

― 原案可決
（18:0）

※ ○は賛成　　×は反対
※ 議長 （高野貴世志）は採決に加わりません。



討
論
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◆
議
案
第
85
号

：

平
成
29
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て■
反
対
討
論　
　
山
口
清
吉

　

平
成
29
年
度
末
基
金
現
在
高
は
１
４

１
億
円
で
前
年
度
よ
り
３
億
円
増
加
し

て
い
る
。
当
初
は
１
３
０
億
円
と
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
予
算
書
と
比
べ
る

と
11
億
円
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

財
源
不
足
や
不
慮
の
災
害
な
ど
に
備

え
る
基
金
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
必
要

以
上
の
た
め
込
み
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

障
害
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
予
算
編
成
で
は
、
基
金

の
有
効
活
用
で
市
独
自
の
施
策
を
行
い
、

活
力
あ
る
市
民
に
温
か
い
市
政
運
営
が

で
き
る
予
算
を
編
成
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

◆
議
案
第
86
号

：
平
成
29
年
度
稲
敷
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対
討
論　
　
山
口
清
吉

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
都
道
府
県
と
市
町
村
の
共
同
運

営
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
創
設
さ
れ
た
支
援
金

制
度
を
使
っ
て
被
保
険
者
の
保
険
税
引

き
下
げ
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
決
算
で
は
、
１
，
７
０
０
億
円

を
使
っ
て
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
ど
こ

ろ
か
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
１

億
１
，
９
０
０
万
円
減
額
す
る
こ
と
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
が
言
っ
て

い
る
２
年
分
の
支
援
金
３
，
４
０
０
億

円
は
、
全
国
の
被
保
険
者
１
人
当
た
り

１
万
円
の
財
政
改
善
効
果
が
あ
る
と
の

説
明
に
反
し
て
い
ま
す
。

◆
議
案
第
90
号

：

平
成
29
年
度
稲
敷
市

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

■
反
対
討
論　
　
山
口
清
吉

　

平
成
29
年
か
ら
要
支
援
者
の
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
を
総
合
事
業
へ
移
行
し

ま
し
た
。

　

総
合
事
業
と
は
、
要
支
援
者
の
訪
問

介
護
と
通
所
介
護
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
か
ら
は
ず
し
、
報
酬
や
人
員
基
準
を

切
り
下
げ
た
基
準
緩
和
サ
ー
ビ
ス
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
般
区
分
の
月
額
負

担
上
限
額
が
３
７
，
２
０
０
円
か
ら
４

４
，
４
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
介
護
保
険
料
は
引
き
上
げ
、
サ
ー

ビ
ス
は
切
り
捨
て
で
は
、
高
齢
者
は
た

ま
り
ま
せ
ん
。

◆
議
案
第
94
号

：

平
成
29
年
度
稲
敷
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対
討
論　
　
山
口
清
吉

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、
４

月
か
ら
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の

軽
減
措
置
を
縮
小
し
ま
し
た
。
所
得
に

応
じ
て
支
払
う
所
得
割
は
、
５
割
軽
減

か
ら
２
割
軽
減
に
縮
小
、
被
用
者
保
険

加
入
者
の
扶
養
家
族
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度
に
移
ら
れ
た
人
の
保
険

料
の
定
額
部
分
も
９
割
減
だ
っ
た
も
の

を
７
割
減
に
減
ら
し
ま
し
た
。
貧
困
の

拡
大
の
一
方
で
、
一
握
り
の
富
裕
層
に

富
が
増
々
集
中
し
て
お
り
、
経
済
循
環

の
面
か
ら
も
危
機
と
停
滞
を
生
ん
で
い

ま
す
。
今
、
緊
急
に
や
る
こ
と
は
、
憲

法
第
25
条
の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
」
を
保
証
す

る
視
点
を
、
経
済
政
策
や
社
会
保
障
に

据
え
直
す
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
点
か

ら
も
、
特
例
軽
減
の
廃
止
、
保
険
料
の

大
幅
引
き
上
げ
は
許
せ
ま
せ
ん
。

◆
請
願
第
１
号

：

東
海
第
二
原
発
を
再

稼
働
さ
せ
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

■
賛
成
討
論　
　
山
口
清
吉

　

東
海
第
二
原
発
は
、
大
規
模
な
事
故

が
起
き
れ
ば
、
そ
の
被
害
は
人
的
に
も

経
済
的
に
も
国
内
で
最
も
深
刻
な
被
害

を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
、
実
効
性

あ
る
避
難
計
画
は
困
難
で
す
。
立
地
不

適
と
し
、
運
転
を
認
め
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

事
前
の
避
難
計
画
が
必
要
な
東
海
第

二
原
発
の
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
は
、

県
庁
所
在
地
の
水
戸
市
が
含
ま
れ
、
96

万
人
が
居
住
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

避
難
計
画
づ
く
り
は
一
部
自
治
体
で
し

か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

茨
城
県
南
地
域
で
意
見
書
を
採
択
し

て
い
な
い
の
は
、
稲
敷
市
、
河
内
町
だ

け
で
あ
り
ま
す
。
茨
城
県
知
事
選
の
出

口
調
査
で
も
74
％
の
有
権
者
が
再
稼
働

反
対
と
答
え
て
い
ま
す
。
本
議
会
と
し

て
も
、
議
員
各
位
の
賛
同
で
意
見
書
が

採
択
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。



市
政
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問
う

一
般
質
問

8稲敷市議会だより　第54号

　国内の主食用米の需要量の減少から、需要
に応じた米生産のためには、海外市場への進

出が必要である。県では茨城県産米輸出推進協議会を設立し、実施している
ことから、稲敷市のコメ輸出など、今後の農業政策を伺う。

茨城モデル水稲メガファーム育成事業について伺う。

　県産米の輸出を推進する茨城県産米輸出推進協議会が平成
28 年７月に設立され、28 年産米からアメリカに輸出して、品

質などが高い評価を受けています。
　ＪＡの輸出では、稲敷市で２経営体が約４ヘクタールの生産を予定しています。
　また、今年度から米の新市場開拓として、輸出用米に対し 10 アール当たり
２万円を交付するという制度が新設されました。
　生産者の所得向上と経営の安定を図るためには、品種の選定、米の保管及び輸
送、販路の開拓など課題もありますが、今後は、県、ＪＡなど関係機関と連携し、
飼料米などの新規需要米と同様に推進していきたいと考えています。

　当事業の県下第１号として稲敷市東地区の 30 代の農業者の
方が選定され、事業を進めているところであります。

　規模拡大に一番重要なのは、地元の地権者や耕作者の理解を得ることであるこ
とから、関係各位のご協力を得て、今回事業エリアに指定され、説明会など実
施し、農地の集積を図っていく予定であります。また、本事業は、ＩＣＴなど
の先端技術を活用して生産性の高い経営体の育成を目指すものであります。当
市では、この事業を一つのモデルとして、農地集積による農業者の生産性・効
率性の向上を図っていきたいと考えています。

第
３
回
定
例
会
に
は
、
９
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

稲作農業について問う

中沢

中沢

新たな需要創出を
図りたい

産業建設部長

中 沢　 仁
議　員

産業建設部長

産業建設部長

茨城モデル水稲メガファーム育成事業とは
　農業の成長産業化を目指し、農地の集積・集約化を加速させるための国へ
の政策提言モデルとして規模拡大に意欲のある中規模な稲作経営体に農地の
集積・集約化への支援を行いながら短期間で 100 ヘクタールを超える大規
模水稲経営体に育成する県の事業です。
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　住民の様々な相談に応じ、適切な支援やサービスを通じて市
民と行政をつなぐ他、高齢者や障がい者世帯の見守り・安否確

認等の重要な役割を果たしている民生委員児童委員の現況と、住民との
信頼関係づくりへの取組状況について伺う。

　当市の民生委員児童委員数は定員 107 名のところ、現在は 1 名欠員。男
性委員 74 名、女性委員 32 名という構成で、平均年齢は約 68 歳となります。

訪問活動の回数は年間 100 回を超え、地域福祉推進の重要な役割を担っています。
　全国的になり手不足が課題ですが、広報等を通じて活動啓発を図り、意義と重要性の理解
を深めてもらえるように努めていきます。

　民生委員児童委員は特別職の地方公務員であり、職務上知った秘密を漏
らさない義務があります。要援護者やひとり暮らし高齢者等の詳細な個人

情報は地域の見守りのため重要ですが、今後は内容を考慮していきます。
　委員は毎月定例会を開催し、制度・事業の研修や実例を交えた意見交換等を行っています。
　市独自の手引書はありませんが、全国版の手引書により活動の格差是正に努めています。

　個人情報の収集・取扱いはどのようになっているのか。委員活動遂行のための研修
会や市独自の手引書の作成等、行政からの活動支援の状況を伺う。

民生委員児童委員の活動現況を
問う

委員は地域福祉推進の
重要な担い手

保健福祉部長

保健福祉部長

松 戸 千 秋
議　員

松戸

松戸

　

地
震
で
強
震
を
感
知
し
て
自
動
的

に
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
を
遮
断
し
、
電

気
の
供
給
を
と
め
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
周

知
・
普
及
啓
発
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、

災
害
弱
者
と
な
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
を

優
先
に
補
助
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
補
助

金
制
度
導
入
を
問
う

先
進
事
例
を
参

考
に
十
分
な
調

整
を
図
る

松
戸

保
健
福
祉
部
長

　

当
機
器
の
導
入
は
地
震

時
の
火
災
防
止
に
非
常
に

効
果
的
で
す
が
、
災
害
弱
者
を
含
め
た
補
助
制

度
導
入
に
つ
い
て
は
、
防
災
担
当
課
や
先
進
事

例
を
参
考
に
し
て
十
分
に
調
整
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

保健福祉部長



一
般
質
問

10稲敷市議会だより　第54号

　道徳科の評価は、思いやり、規則の遵守などの道徳性について、漠然と評価
するものではなく、道徳科の授業により見られた学習状況や心の成長を含めた

道徳性の成長の様子を見るものです。そのため、道徳科の授業中に見られた発言や記述など
を基に評価をしていますので、教師の見方が大変重要になってきます。また、評価の仕方に
ついては、どの学校でも適切で妥当な評価ができるように十分に研修を積んでいます。

　道徳性に係る成長には、学期や年間といった一定の時間的なまとまりの中で、
児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握していく必要があります。

学校生活に関する全国アンケートの結果では、学校生活への満足度が、小学校の全国平均
40％程度に対して、稲敷市は 56％、中学校の全国平均が 37％に対して、稲敷市は 66％と
非常に高い状況であります。基本となる思いやりや協力といったものが醸成された学級が多
く、道徳の授業の効果が表れていると思います。今後、学校、地域の実態に応じてさらに取
組を行っていく必要があると考えています。

　「自己の生き方について考えを深める学習」の進捗状況
について伺う。

心の成長をどう評価するのか。

思いやり、生命尊重など道徳的価値観が実践しているかを伺う。

　小学校では、本年度から主に教科書の読物資料を中心に学習を進めています。
例えば、自主、自立、自由と責任などについて、主体的に道徳性を養うことが

できるようにしています。特に、教師の言葉の投げかけを工夫した授業を展開しているとい
う点が、考えを深める学習につながるよう努力している点であります。一方、各学校におけ
る教師の研修の機会を大切にしています。また、各小中学校に道徳を中心に進める道徳教育
推進教師を配置し、県及び市主催の道徳科研修会等に参加し、そこで得た成果を校内におい
て伝達し、実践に生かす取組を中心に行っています。

道徳教育について問う

更なる取組の充実を図ります

教育長

教育長

教育長

根本

根本

根本

教育長

根 本　 浩
議　員



市
政
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問
う

11 稲敷市議会だより　第54号

　

市
内
の
給
食
に
は
既
に
レ
ン
コ
ン
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
や
各

種
の
野
菜
が
地
元
産
食
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
を
活
用
し
市
が
食
材
調
達
費
を
負
担
し
て
、
無
添
加

み
そ
や
ブ
ド
ウ
、
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
や
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
等
の
活
用

も
検
討
で
き
な
い
か
。

　

現
在
の
給
食
に
は
質
問
に
あ
り
ま
し
た
野
菜
と

し
て
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
大
根
、
白
菜
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
米
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
味
、
食
材
、
献
立
、
環
境
等
に
改
善
工

夫
を
行
い
美
味
し
い
給
食
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
元
産
食
材
活
用
の
目
的
で
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
１
８
３
万
９
千

円
を
充
当
し
、
地
産
地
消
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

給
食
の
地
元
食
材
調
達
費
を

市
負
担
と
す
る
可
能
性
は

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
活
用

教
育
部
長

副市長

篠
田

教
育
部
長

　市内でも昨今の気象現象により土砂災害や冠水・浸水被
害が発生しており、馬渡地区でも過去の台風で県道や住宅の

床下浸水被害がありましたが、問題解決が棚上げ状態となっており
住民は解決を強く望んでいる。
　しかし、解決には多くの関係機関との調整が必要であり、市長と
しての強い取組姿勢が必要だが考えを伺いたい。

　市長も馬渡地区の台風被害状況の切実さは確認しており、市長のリーダーシッ
プにより問題解決の方向性を示すことが重要と認識しています。

　当地区の課題は集中豪雨等による冠水対策、水田農業を将来にわたりいかに農業施策とし
て維持するか、桜川中学校の今後の排水整備環境を整えることの三点と捉え、被害が発生し
てからではなく市長が先頭に立って、関係する複数の土地改良区や関係機関との調整を図る
ことが必要と考えています。

馬渡地区排水問題解決への
取組姿勢を問う

市長が先頭に立ち調整を図る

篠 田 純 一
議　員

副市長

篠田



一
般
質
問
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　誰一人取り残さない社会を実現するために、ＳＤＧｓに
よる現状の変革が急務である。「いなしきに住みたくなっ

ちゃう♥プラン」は、次期計画の策定時期に来ており、ＳＤＧｓ
の特徴であるバックキャスティング型手法の取組により、稲敷市
と他の地域との客観的比較ができ、ＰＤＣＡサイクルを回すことができるようになる。市に
おいては具体的な視点を持ってＳＤＧｓを推進すべきと考えるが見解を伺う。

　ＳＤＧｓを推進するにあたっては、ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）を位置
付けて推進していくことが重要であり、学習指導要領にもＥＳＤを重視する記載があ

ることから、ＥＳＤを基調としてＳＤＧｓ教育の推進が望まれる。小学校学習指導要領第５
章総合的な学習の時間では、主体的、創造的、協同的に取組む態度を育て、自己の生き方を
考えることができるようにするとあるが、市の総合学習はどのようにされているか伺う。

　市においてもＥＳＤカレンダーを活用し、子ども達に持続可能な社会の担い手を育
む教育を行うことで、ＳＤＧｓの理念、誰一人取り残さない社会の実現への大きな力

と考えるがご所見を伺う。

ＳＤＧｓの推進について問う

地域課題の解決を推進したい

若 松 宏 幸
議　員

　本市では第二次総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略に位置付けら
れた重点施策を展開しており、これらの施策にはＳＤＧｓが掲げる包括的な 17

の目標と深いつながりを持つものも多いと認識しております。将来目指すべき姿に近づくた
め、ゴールから逆算してどのような目標を設定すべきかという点を検証し、必要に応じて見
直しを行い、バックキャスティング型手法等によりＳＤＧｓに掲げられた地域課題の解決を
推進してまいります。

　本市では、総合的な学習の中で、自ら課題を立て、情報を集め、整理して、
調べたことを発表するなどの学習活動に取組んでおります。この学習活動がＥ

ＳＤの趣旨を踏まえた活動にもつなるものと考えます。今後も横断的、総合的な学習や探求
的な学習を通して、自己の生き方を考えることができるよう児童生徒の育成に努めてまいり
ます。

　市では、第２期稲敷市教育振興基本計画で、環境教育、理数教育の充実を挙
げております。今後は、学校や地域においてＥＳＤの視点に立ったより効果的

で質の高い環境教育を実践し、持続可能な社会の担い手として主体的に行動できる人材の育
成を目指し、ＥＳＤカレンダーの利用なども検討しながら、基本計画の推進に努めてまいり
ます。

副市長

若松

若松

若松

副市長

教育長

教育長
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産業建設部長

　市営住宅行政には問題点があり、平成 26 年第 4 回定例議会
でも一般質問したが、再度、現状について伺う。

　１点目、入居戸数、入居率、家賃の徴収率について。
　２点目、明け渡しの努力義務を負う収入超過者の入居世帯数及び明け
渡しの義務を負う高額所得者の世帯数について。
　３点目、市営住宅からの暴力団排除について。

　１点目の入居率等ですが、現在 14 住宅 233 戸の市営住宅を管理しており、現
在 20 戸の空き家がありますので入居率は 91.2% となります。また、家賃の徴収

率は、平成 29 年度決算額で現年度分が 97.1%、過年度分が 31.0% となっております。
　２点目の高額所得者で明け渡し義務を負う世帯数は無く、収入超過者で明け渡しの努力義務を負う
世帯数は 15 世帯あり、早い段階で電話や訪問での相談を実施し対応しております。
　３点目の暴力団の排除についてですが、市営住宅入居の申込みに当たり、暴力団員ではないことの
確約をいただき、必要に応じて警察への照会を実施しております。

　長寿命化計画の見直しを検討しており、個別に存続の適否を判断した上で修繕
を計画的に進め、また、高齢化や公的扶助、子育て支援等の現状を踏まえ、民間

住宅や空き家の活用等も含めて福祉部門及び政策部門と協議しながら計画を図ってまいります。

　４年前の一般質問以降、問題が改善されつつあるが、今後、市営住宅という福祉の将来ビジョ
ンの設計が急務であり、市営住宅の適正量といったコストを意識した計画を当局全体で明確

に打ち出すべきであると考えるが、いかがか。

今後の市営住宅行政について問う

将来ビジョンについて計画

を図っていきたい
竹 神 裕 輔

議　員
竹神

竹神

産業建設部長

産業建設部長

　

高
齢
者
の
徘
徊
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
徹
底

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
器
の
貸
与
状
況
等
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
貸
与

状
況
は
、
こ
れ
ま
で
３

件
で
あ
り
平
成
25
年
２
月
以
降
は
利
用
が
な

い
状
況
で
す
。
認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
事

業
と
し
て
、
さ
ら
な
る
普
及
啓
発
に
力
を
入

れ
、
使
用
さ
れ
る
方
の
利
便
性
、
携
帯
性
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
使
い
や
す
い
も

の
の
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
家
族
支

援
に
つ
い
て
問
う

よ
り
使
い
や

す
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
器
の
導
入

を
検
討
し
た

い

保
健
福
祉
部
長

竹
神

保
健
福
祉
部
長
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　近年の市内企業の入札参加資格者名簿への登録状況の推
移と市内企業への発注状況について及び関連して市内企業

の受注率、事業費予算の動向を、また、近年における平均落札率
について伺う。

これまでに実施した市内企業育成に資する入札制度の改正内容を伺う。

　近年の市内企業の競争入札参加資格者名簿への登録状況の推移は、平成
27・28 年度と平成 29・30 年度で、土木工事業を比較しますと、６社減少し、

市内企業の厳しい状況がうかがわれます。次に、市内企業への発注状況及び受注率、事業費
や予算の動向は、6,000 万円未満の土木一式工事につきましては、市内企業への発注を基本
に一般競争入札参加資格要件を定めており、また、予定価格が 1,000 万円未満の指名競争入
札におきましても、市内企業を優先して指名するなどの措置をとっています。過去３年間の
発注状況を見ましても、大規模な建築工事、防災無線などの設備工事及び建築物の解体工事
以外の土木一式工事は、発注件数は年間 40 件弱で推移しており、内 95％を超える割合で市
内企業が受注している状況です。また、当市の公共工事関連予算の動向は、厳しい財政状況
で減少傾向にあり、４億円以上減少しています。
　次に、近年の市発注工事の平均落札率は、平成 27 年度が 85.7％、平成 28 年度は
87.4％、平成 29 年度は 88.2％と、わずかながら上昇傾向です。

　昨年６月には建築一式工事のラン
ク区分けの評定値を下げ、土木一式

工事と同じになるように変更し、昨年 10 月からは、
同時に複数工事の落札を制限する「とりおり」及び契
約中で完了前の工事を２本受注している者の入札参加
を制限する「手持ち工事数による入札参加の制限」を
一般競争入札において試行という形で導入しておりま
す。

市内企業の育成を

筧　信太郎
議　員

可能な改革に取組みたい

筧

筧

総務部長

総務部長

総務部長

このほか、市内企業育成を重視した一層新たな入札制度の構築について質問がありました
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教育部長

教育部長

　稲敷市としても、さまざまないじめ防止対策をしている
ことは知っていますが、スマートフォンの通報アプリを活

用して、いじめ防止対策をしてはいかがか。また、当市のいじめの
現状を伺う。

　平成29年度の問題行動等生徒に関する調査では、市内の全小中学校にお
いて、いじめは全校で認知されています。小学校で69件、中学校で37件の

いじめが報告されています。その態様としましては、冷やかしやからかい、悪口等が最も多
く、その他仲間外れ、無視、軽くぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりするなどが主なもの
でした。
　今後、いじめ対策アプリの導入につきましては、運用体制の整備が重要と考えますので、ま
ずは、導入の効果等を検証させていただきます。

いじめ対策アプリの導入を

導入効果を検証したい

浅 野 信 行
議　員 浅野

　

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
の
略
で
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
、
家
庭
用
ゲ
ー
ム
等
を
用
い
て
行
う
競

技
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
全
世
界
で
流
行
の
兆
し
を
見
せ
て
い
ま

す
。

　

先
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
大
会
で
「
ウ
イ
イ
レ
」
で
日
本
が
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
。
ま
た
、
民
間
業
者
の
主
催
に
よ
る
全
国
高
校
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
権
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
話
題
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

稲
敷
市
で
も
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
用
い
た
地
域
振
興
、
地
域
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。
ま
た
、来
年
開
催
さ
れ
る「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」

で
採
用
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
活
性
化
を

様
々
な
方
向
か
ら
検
証
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
た
い

浅
野

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
本
市
に
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
現

在
の
流
れ
を
契
機
と
し
て
、
取
組
む
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
、
波
及
効
果
等
を
考
察
し
な
が
ら
、
世
代
を
超
え
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ど

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
け
る
の
か
、
ま
た
、
地
域
振
興
、
地
域
活
性
化
へ
ど
の
よ

う
な
切
り
口
か
ら
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
か
な
ど
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
検
証

し
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
部
長

教
育
部
長
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　ランドセルの無償配付については、茨城県内で、９市１町
で実施しています。

　例えば、来年度、新１年生にランドセルを無償配付するとします
と、２万円のランドセルを245人に配付すると、490万円充てれば実
施することができます。子ども達の健やかな成長を支援するために、
新入学のお祝いとして、ランドセルの無償配付をしてはいかがか。

　ランドセル無償配付につきましては、児童のランドセルが全て同じ形状
でそろうという安心感や、子育て支援の観点等からも有効な事業と考える

こともでき、一考の余地があるものと捉えております。今後の社会情勢の変化等を注意深く
観察しつつ、既に実施しています県内外の市町村の実例等をはじめ、さまざまなご意見等を
聴取しながら、調査・検証を継続してまいります。

ランドセルの無償配付を

山 口 清 吉
議　員

調査・検証を継続したい

山口

教育部長

航
空
機
騒
音
対
策
を
問
う

国
や
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い

山
口
　

８
月
21
日
の
議
会
全
員
協
議

会
で
説
明
の
あ
っ
た
航
空
騒
音

対
策
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　

そ
も
そ
も
、
航
空
機
騒
音
問
題
は
成
田

空
港
の
運
行
に
起
因
し
て
い
ま
す
。航
空

路
真
下
の
住
民
は
騒
音
に
よ
る
被
害
者
で

あ
り
ま
す
の
で
、
５
％
の
自
己
負
担
を
す

る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
航
跡
図
を
見
ま
す
と
、
千
葉
県

側
は
太
平
洋
か
ら
利
根
川
ま
で
、
一
直
線

に
飛
行
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、
茨
城
県

側
は
ラ
ン
ダ
ム
に
飛
行
し
て
い
る
状
況
で

す
。茨
城
県
側
も
定
め
ら
れ
た
飛
行
コ
ー

ス
を
飛
行
す
る
よ
う
に
成
田
空
港
株
式
会

社
に
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が

い
か
が
か
。

　

こ
の
航
空
機
対
策

事
業
に
つ
い
て
は
、

周
辺
の
市
町
と
同
様
の
事
業
を
行
う
こ
と

か
ら
、
同
事
業
を
実
施
し
て
い
る
公
益
財

団
法
人
成
田
空
港
周
辺
地
域
共
生
財
団
が

定
め
ま
す
要
綱
に
基
づ
き
、
同
じ
自
己
負

担
割
合
を
設
定
し
、
当
該
支
援
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
住
民
の
皆
様

に
は
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
の
航
空
機
の
運
航
状
況
で

は
、
騒
音
被
害
が
市
内
全
域
に
拡
散
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
千
葉
県
側
と
同
様
に
、
成

田
空
港
へ
離
着
陸
す
る
航
空
機
は
直
進
上

昇
、直
進
降
下
す
る
よ
う
に
と
の
内
容
で
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
意
見
書
を

茨
城
県
へ
提
出
し
て
あ
り
、
そ
の
後
、
国

へ
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
き
ま

し
て
国
や
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
生
活
部
長

こ
の
ほ
か
、
都
市
公
園
の
管
理
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

教育部長

市
民
生
活
部
長
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

校
統
廃
合
に
伴
う
遠
距
離
通
学
児
童

の
定
期
券
支
援
補
助
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
家
庭
課
か
ら
は
、
子
育
て

支
援
事
業
で
の
新
た
な
任
用
者
３
名

を
含
む
、
非
常
勤
職
員
人
件
費
等
の

ほ
か
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
崎
公
民
館
か
ら
は
、
高
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
高
木
伐
採

後
の
植
栽
管
理
経
費
の
説
明
に
対
し
、

植
栽
さ
れ
る
樹
木
の
種
類
と
害
虫
対

策
等
に
関
す
る
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、

ま
た
、
７
年
間
稼
働
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
江
戸
崎
公
民
館
・
大
集
会
室
の
観

客
席
の
収
納
・
設
置
点
検
等
に
か
か

る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
79
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
、
稲
敷
郡
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合

公
平
委
員
会
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
及
び
議
案
第
98
号　

相
互
救
済

事
業
の
委
託
に
つ
い
て
は
、
所
管
課
よ

り
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
以
上
３
議
案
全
て
全

会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
請
願
第
２
号　

通
学
専

用
バ
ス
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
運
行
に
関

す
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
質
疑
な
く
、

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
環
境
課
所
管
で
は
、
航
空

機
騒
音
対
策
と
し
て
個
人
住
宅
の
防

音
工
事
を
行
う
た
め
の
工
事
費
補
助

金
２
，
２
３
４
万
８
，
０
０
０
円
と

工
事
管
理
委
託
費
２
５
７
万
円
、
事

業
対
象
者
へ
の
通
知
の
た
め
の
郵
便

費
８
万
２
，
０
０
０
円
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
78
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
及
び
議
案
第
82
号　

平
成

30
年
度
稲
敷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
を
含
め
た
３
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
審
査
の
結
果
、
全

会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
請
願
第
１
号
「
東
海
第

二
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い
こ
と
を

求
め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
は
、
委

員
か
ら
、
国
・
県
及
び
東
海
第
二
原

発
周
辺
自
治
体
で
も
方
針
を
決
め
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
の
で
、
意
見
書

採
択
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
い
う
意

見
や
、
稲
敷
市
議
会
と
し
て
賛
同
の

意
思
を
表
明
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

委
員
長　
篠
田　
純
一

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
４
議
案
の
審
査
経
過
並
び
に
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
77
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の

う
ち
、
当
委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い
て

の
、主
な
審
査
経
過
で
あ
り
ま
す
。

　

財
政
課
か
ら
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
４
，
１
８
５
万
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
９
億
９
，
４
８
９

万
５
千
円
と
し
、
併
せ
て
、
新
た
に

継
続
費
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

危
機
管
理
課
か
ら
は
、
災
害
対
策

費
で
茨
城
県
と
県
内
市
町
村
が
共
同

で
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ

ム
整
備
を
行
な
う
た
め
の
負
担
金
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

政
策
企
画
課
か
ら
は
、
使
い
道
に
共

感
し
た
上
で
寄
付
を
い
た
だ
く
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
金
の
歳
入
と
、
そ
れ
を
充
当

財
源
と
す
る
産
官
学
連
携
で
の
市
特
産

ス
イ
ー
ツ
の
開
発
等
に
要
す
る
委
託
金

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
学
務
課
か
ら
は
、
郷
土
の
伝

統
文
化
の
理
解
推
進
の
た
め
の
事
業

や
理
科
教
育
の
充
実
指
導
強
化
、
学

委
員
長　
竹
神　
裕
輔

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
77
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の

う
ち
、
当
委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い
て

の
、主
な
審
査
経
過
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
協
働
課
所
管
で
は
、
新
利
根
地

区
セ
ン
タ
ー
給
湯
設
備
改
修
工
事
並

び
に
、
そ
れ
に
伴
う
地
下
オ
イ
ル
タ
ン

ク
撤
去
工
事
の
費
用
、
現
在
、
策
定
を

進
め
て
い
る
市
民
協
働
指
針
を
よ
り

具
体
的
に
進
め
る
た
め
、
市
民
が
主
体

的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
松

本
市
を
関
係
す
る
課
の
職
員
に
よ
り

視
察
を
行
う
た
め
の
旅
費
、
新
利
根
地

区
共
同
利
用
施
設
の
空
調
設
備
機
能

回
復
工
事
の
実
施
設
計
２
か
所
の
不

足
分
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
市
民
協
働
事
務
費

の
旅
費
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
所

管
課
よ
り
、
35
の
公
民
館
が
拠
点
と

な
り
、
各
地
区
で
テ
ー
マ
を
決
め
て

特
色
あ
る
活
動
を
し
て
い
る
松
本
市

へ
関
係
課
職
員
を
派
遣
さ
せ
る
た
め

の
費
用
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

額
補
正
で
、
調
整
池
の
土
砂
等
を
撤
去

し
機
能
回
復
さ
せ
る
た
め
の
設
計
業

務
委
託
料
及
び
調
整
池
法
面
を
防
草

シ
ー
ト
で
覆
う
た
め
の
工
事
請
負
費

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
80
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
主
に
公

営
企
業
会
計
法
適
化
業
務
委
託
の
追

加
調
査
に
よ
る
増
額
及
び
前
年
度
精

算
に
よ
る
繰
越
金
を
一
般
会
計
へ
繰

り
出
す
た
め
の
補
正
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
81
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
公
営
企
業

会
計
法
適
化
業
務
委
託
の
追
加
調
査

に
よ
る
増
額
の
ほ
か
、
江
戸
崎
処
理

区
整
備
事
業
に
お
け
る
管
渠
敷
設
工

事
に
伴
う
工
事
請
負
費
の
増
額
等
を

す
る
た
め
の
補
正
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
83
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
及
び
議
案

第
84
号　

平
成
30
年
度
稲
敷
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を

含
め
た
付
託
さ
れ
た
５
議
案
に
つ
き

ま
し
て
は
、
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長　
若
松　
宏
幸

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
５
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
77
号　

平
成
30
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の

う
ち
、
当
委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い
て

の
、主
な
審
査
経
過
で
あ
り
ま
す
。

　

農
政
課
所
管
で
は
、
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
及
び
土
地
改
良
振
興
事

業
等
に
つ
い
て
の
増
額
補
正
が
中
心

と
な
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
詳
細
な

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
補
助
内

容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
は
、
国
の
実
施
要
綱
に
よ
る
地
域
の

営
農
戦
略
に
基
づ
い
て
、
産
地
の
高
収

益
化
に
向
け
た
取
組
を
総
合
的
に
支

援
す
る
も
の
で
、
今
回
、
新
利
根
地
区

１
法
人
が
承
認
さ
れ
補
助
率
は
２
分

の
１
以
内
で
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
市

の
予
算
を
通
し
て
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
建
設
課
所
管
で
は
、
主
に
、

橋
梁
維
持
費
の
増
額
補
正
で
常
総
国

道
事
務
所
か
ら
移
管
さ
れ
た
圏
央
道

に
架
か
る
跨
道
橋
の
点
検
費
用
に
要

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
都
市
計
画
課
所
管
で
は
、
下

太
田
工
業
団
地
の
調
整
池
に
係
る
増

決
算
審
査
特
別
委
員
会答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
子
ど
も
家
庭
課
所
管

で
は
、
老
朽
化
の
進
む
新
利
根
幼
稚

園
の
管
理
費
に
関
連
し
て
園
存
続
を

含
め
た
検
討
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
は
、
幼
稚
園
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

２
ヶ
年
計
画
で
子
ど
も
子
育
て
支
援

計
画
策
定
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中

で
新
利
根
幼
稚
園
を
含
め
た
市
内
の

公
立
幼
児
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

産
業
建
設
部
農
政
課
所
管
で
は
、

生
産
物
直
売
施
設
の
経
営
状
況
等
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
今
後
も
さ
ら

に
運
営
会
社
と
連
携
し
、
出
荷
者
の

確
保
も
含
め
て
、
安
定
経
営
が
で
き

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

原
案
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
他

の
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算

に
つ
い
て
は
、
議
案
第
86
号
、
第
90

号
、
第
94
号
、
第
95
号
及
び
第
96
号

の
５
議
案
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
に

よ
り
認
定
。
他
７
議
案
に
つ
い
て
は

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
認
定
と
決
定

し
ま
し
た
。

委
員
長　
松
戸　
千
秋

　

今
定
例
会
開
会
日
に
決
算
審
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
９

月
10
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
３
分
科

会
に
よ
る
所
管
部
局
ご
と
に
分
割
審

査
が
行
わ
れ
、
25
日
の
全
体
審
査
会

に
お
い
て
、
分
科
会
で
の
審
査
内
容

の
報
告
を
受
け
、
付
託
さ
れ
た
平
成

29
年
度
13
会
計
の
決
算
に
関
す
る
議

案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
の
う
ち
政
策
調
整

部
政
策
企
画
課
所
管
で
は
、
稲
敷
エ

リ
ア
広
域
バ
ス
事
業
の
利
用
向
上
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

は
、
江
戸
崎
総
合
高
校
を
中
心
と
し

た
通
学
や
通
勤
に
利
用
し
や
す
い
時

間
帯
へ
の
運
行
時
刻
の
見
直
し
や
、

学
生
割
引
等
に
つ
い
て
県
や
バ
ス
運

行
事
業
者
と
協
力
の
う
え
検
討
し
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

総
務
部
危
機
管
理
課
所
管
で
は
、

空
き
家
等
適
正
管
理
事
業
の
事
業
成

果
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
は
、
特
定
空
き
家
に
指
定
さ
れ

る
事
案
は
な
い
が
、
そ
れ
に
近
い
状

況
の
空
き
家
が
１
０
０
戸
程
度
存
在

し
て
お
り
、
ま
ず
は
所
有
者
の
管
理

責
任
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
相
談
・
指

導
の
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
の
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市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ

れ
ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

1
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の
他
の
資

料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
内
容
の
異
な
る
2
つ
以
上
の
事
項

を
請
願
（
陳
情
）
す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願
（
陳
情
）
書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出

年
月
日
、請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏
名
）

を
記
載
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場

合
に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載

し
、
外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

5
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
1
名

以
上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印

が
必
要
で
す
。

6
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
1
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

7
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て

随
時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日

前
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ

の
定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

　
※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（ 表　　紙 ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞

（ 本　　文 ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願者（陳情者）住所
　氏名　　　　　㊞

◆ 

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て 

◆

宮城県丸森町議会の皆様が来訪
　７月19日（木曜日）、宮城県丸森町から議会運営委
員会10名の皆さんが、視察研修のため来庁されました。
　当市議会からは高野議長が出席し、議会におけるタブ
レット端末の利用について、端末の導入経緯や現在の利
用状況について研修を実施しました。当市議会では、平
成26年１月からタブレットを導入し、電子会議システ
ムを利用し、全員協議会等でペーパーレス会議を開催し
ており、その運用方法にも活発な質疑応答が交わされま
した。

　稲敷市議会では、平成30年７月豪雨により被災された方々の支援及び被災地の
復興に役立てていただくため、当市議会から10万円の義援金を拠出し、全国市議
会議長会へ送金いたしました。

平成30年７月豪雨への義援金の送金について
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　議会の傍聴は、稲敷市役所庁舎４階で開催当日に
受付けています。

① 受付時間は午前８時 30 分から

② 傍聴の予約はできません

③ 傍聴席は 50 席（他、報道関係８席）
　 車椅子スペース３席程度

④ 庁舎１階のモニターで議会の生中継を行います

次回の詳しい日程については、議会事務局までお問
い合わせ下さい。

議会を

傍聴して
みませんか

傍聴席 議場全景

市議会ホームページをご覧ください
　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しているほか、議会の録画放送も掲載していますので、
ぜひご覧ください。また、新たな情報伝達の手段として稲敷市 Twitter（ツイッター）で、議会情報
の提供を行っています。

稲敷市ホームページ　http://www.city.inashiki.lg.jp/

稲敷市ツイッター　　https://twitter.com/inashiki_city
稲敷市議会 検索
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「
防
災
士
の
お
話
」

　

西
日
本
豪
雨
、
猛
暑
、
台
風
、
地
震

と
災
害
が
多
か
っ
た
夏
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ほ
ど
ま
で
の
災
害
が
多
か
っ
た
夏
季

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
私
が
知
る

か
ぎ
り
、
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

記
憶
し
て
お
り
ま
す
。「
災
害
は
待
っ

て
は
く
れ
な
い
」
が
、
今
一
度
、
我
々

は
守
る
、
防
ぐ
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

「
１
．
自
助
、
２
．
共
助
、
３
．
協
働
」。

こ
れ
は
、民
間
資
格
の
防
災
士
の
３
原
則
。

１
．
自
助
ー
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。

２
．
共
助
ー
地
域
・
職
場
で
助
け
合
い
、

被
害
拡
大
を
防
ぐ
。

３
．
協
働
ー
市
民
、
企
業
、
自
治
体
、

防
災
機
関
等
が
協
力
し
て
活
動
す
る
。

　

防
災
士
と
は
、
社
会
の
様
々
な
場
で

防
災
力
を
高
め
る
活
動
が
期
待
さ
れ
、

そ
の
た
め
の
十
分
な
意
識
と
一
定
の
知

識
・
技
能
を
修
得
し
た
こ
と
を
、
日
本

防
災
士
機
構
か
ら
認
証
を
受
け
た
方
で

す
。
現
在
、
防
災
士
は
全
国
で
１
５
３
，

８
８
８
名
が
登
録
さ
れ
、
活
動
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
士
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
が
助

け
ら
れ
る
こ
と
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
、
防
災
士
取
得
に
向
け
た

行
動
は
い
か
が
で
す
か
？
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次回定例会開会予定は

※市議会議員一般選挙のため
　11月の開会となります。
●午前 10時より
●開催場所：
　稲敷市庁舎４階　議会議場
　（稲敷市犬塚 1570 番地１）

11 6月 日火となります。

電 話：０２９－８９２－２０００（代表）
FAX：０２９－８９３－１５７３


